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ドイ ツ 演劇 2 0 1 3 年   

フェリツィア・ツェラー『見知らぬ友人 X たち』の  

ワーカホリック批判と悲哀  

                     寺 尾  格  

 

昨 年号 の 編 集後 記 で も触 れ ら れた が 、 ブレ ヒ ト およ び 現 代演 劇 の 岩淵 達 治氏

が 2 月 に 8 5 歳 で 逝去 さ れ た。 本 報 告の ド イ ツ演 劇 部 門の 担 当 を引 き 継 いだ 身

とし て は 、 む し ろ 先生 と 言 うべ き は ずの 立 場 なの で 、 ただ 瞑 目 する ば か りで あ

る。そ う いえ ば 、ベ ルリ ン の シャ ウ ビ ュー ネ 劇 場で 活 躍 して 、1 9 7 0 年代 以 降の

演出 演 劇 の舞 台 を 牽引 し 、 ヴィ ム ・ ヴェ ン ダ ース 監 督 の映 画 『 ベル リ ン ・天 使

の歌 』 な どで も 知 られ る 名 優の オ ッ トー ・ ザ ンダ ー も 9 月 に 7 2 歳 で 鬼籍 とな

った 。  

 若 手 の 登竜 門 で ある ミ ュ ール ハ イ ム（ 正 確に は「ル ー ル河 畔 の」M ü l h e i m  a n  

d e r  R u h r と な り 、 マイ ン 河 畔の M ü h l h e i m  a m  M a i n と も、 母 音 の短 い ミ ュル

ハイ ム M ü l l h e i m と も異 な る。）の 劇作 家賞 で 、 8 本の ノ ミ ネー ト か ら選 ば れ た

のが 、 2 2 歳 の スイ ス出 身 、 カー チ ャ ・ブ ル ン ナー の 『 短す ぎ る 脚 』（ ハイ ケ・

マリ ア ン ネ・ ゲ ッ ツェ 演 出 、 2 0 1 3 年 1 月 5 日 、 ハノ ー ファ ー ・ シャ ウ シ ュピ

ール ハ ウ ス劇 場 ）。テア タ ー・ホ イ テ 誌 の若 手 ベ スト 作 品 にも な っ てい る 。実 の

娘に 対 す る父 親 の 性的 虐 待 をめ ぐ る 家庭 崩 壊 劇な の だ が、 2 5 場の う ちの 1 0 場

が「 弁 明 」と 称 す る父 、 娘 、妻 、 そ れぞ れ の モノ ロ ー グ・ コ メ ント で 、 そこ に

奇妙 な メ ルヘ ン 風 の語 り や 象徴 的 な 対話 が 接 続す る 。 オー ソ ド ック ス な 心理 ド

ラマ の 体 をな さ ず に、 グ ロ テス ク に 抽象 化 し て造 形 さ れる 「 言 葉の ジ ャ ズ」 へ

の評 価 が 高い 。ちな みに ス イ スの ド イ ツ語 文 学 にお け る 卓越 し た 代表 者 と して 、

ルー カ ス ・ベ ー ア フス が ベ ルリ ン 文 学賞 を 受 賞。 自 動 的に ベ ル リン 自 由 大学 の

ゲス ト 教 授に も な る。  

テ アタ ー ・ ホイ テ 誌 によ る ベ スト 劇 作 品が 、 フ ェリ ツ ィ ア・ ツ ェ ラー の 『見

知ら ぬ 友人 X た ち』（ベ ッッ テ ィ ーナ・ブル イ ニ ーア 演 出、 2 0 1 2 年 1 0 月 1 2 日

初演 、 フ ラン ク フ ルト ・ シ ャウ シ ュ ピー ル 劇 場） で 、 ヘル マ ン ・ズ ー ダ ーマ ン

賞も 受 賞 。コ ン サ ルタ ン ト 会社 を 立 ち上 げ た ばか り で 、重 要 な プレ ゼ ン の準 備

のた め に 極端 な ワ ーカ ホ リ ック に な って い る 女性 ア ン ネが 中 心 で、 そ こ に失 業

中の 主 夫 ホル ガ ー と、 高 す ぎる 自 己 評価 の あ まり に 作 品が で き ない 彫 刻 家の ペ

ータ ー 。 三人 そ れ ぞれ の 焦 り、 ス ト レス 、 孤 独感 、 ヒ ステ リ ー が、 効 率 と利 益

追求 の 消 費社 会 の 狂気 を 浮 き彫 り に しつ つ 、 時に お か しみ す ら 漂わ す 悲 哀の 造

形性 の 実 力を 示 し たツ ェ ラ ーは 、 寡 作な が ら 、 今 後 と も注 目 度 が高 い だ ろう 。
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演出 も 、 位相 の 違 う語 り （ の中 断 ） の饒 舌 が 、疾 走 す るク レ ッ シェ ン ド のよ う

だと 好 評 。  

同誌 の ベ スト 演 出 は 、カ リン・ヘ ン ケ ルの『 ねず み た ち』（ゲ ル ハル ト・ハ ウ

プト マ ン 作、 2 0 1 2 年 1 0 月 2 0 日初 演 、ケ ル ン ・シ ャ ウ シュ ピ ー ル劇 場 ） で、

1 0 0 年 前 の自 然 主 義に よ る 小市 民 の 悲喜 劇 を 、 真 っ 黒 い箱 の よ うな 舞 台 に仕 立

て、 下 層 社会 の 前 ファ シ ズ ム的 に 閉 塞し た 心 理描 写 に よ っ て 、 観客 に 同 情と 嫌

悪を 同 時 に喚 起 ・ ・・ と い う演 出 ら しい 。  

 2 0 1 2 年 フ ァ ウス ト賞 は 、マル テ ィ ン・ク セ ー イ演 出 、フ ァス ビ ン ダー 作『 ペ

トラ・カ ン ト の苦 い 涙』（ 2 0 1 2 年 3 月 3 日初 演 、ミ ュ ンヘ ン・レ ジデ ン ツ 劇場 ）

で、 ホ モ ・エ ロ テ ィッ ク な 女性 同 士 の親 密 な 関係 を 、 真っ 白 な 舞台 に 無 数の 空

き瓶 が 並 ぶ水 槽 の よう な 舞 台を の ぞ き込 む よ うな「 魂の スト リ ッ プ」と の批 評。  

 ベ ル リ ン 演 劇 祭 に も 招 待 さ れ た パ フ ォ ー マ ン ス 『 D i s a b l e d  T h e a t e r』（ ジ ェ

ロー ム・ベ ル のコ ン セプ ト 、2 0 1 2 年 6 月 9 日 初 演 、アヴ ィ ニヨ ン 演 劇祭 ）は 、

スイ ス の 障害 者 劇 団シ ア タ ー・ ホ ラ とベ ル リ ン H A U 劇場 と の 共同 制 作 で、 精

神障 害 を 持つ 俳 優 たち が 舞 台上 で 語 り、 踊 る こと で 、 障害 と は 何か 、 健 常と は

何か と い うこ と を 挑発 的 に 問い か け る。  

オ ース ト リ アの ネ ス トロ イ 賞 は、 リ ュ ック ・ ボ ンデ ィ に 特別 賞 。 ベス ト 作品

はイ ェ リ ネク の『 影 』（ マ テ ィア ス・ハ ルト マ ン 演出 、2 0 1 3 年 1 月 1 7 日 初演 、

ウィ ー ン ・ア カ デ ミー 劇 場 ） で 、 有 名な オ ル フェ ウ ス 神話 を 2 1 世 紀 の フェ ミ

ニス ト の 視点 か ら 描く の だ が、 舞 台 奥に 陣 取 る ロ ッ ク 歌手 （ オ ルフ ェ ウ ス ） の

まわ り に 群が る 少 女た ち を、地 獄の エ ウリ デ ィ ーケ の「わ たし（ たち ）」が、ひ

たす ら 毒 づき 続 け なが ら 、「 女 」で あ るこ と 、「 死者 」で ある こ と、「 影 」で ある

こと の 意 味を 問 い かけ る 。 ウィ ー ン の舞 台 で は、 イ ェ リネ ク の 人形 を 舞 台端 で

動か す 人 形遣 い が いて 、 様 々な 本 人 コメ ン ト を挿 入 す ると い う 仕掛 け 。  

男 と女 で な く、 世 代 間格 差 を 素材 と し たの が 、 エー ヴ ァ ルト ・ パ ルメ ツ ホー

ファ ー『 盗賊 。罪 の性 器 』（ シ ュテ フ ァン・キ ミッ ヒ 演 出、 2 0 1 2 年 1 2 月 2 0 日

初演 、ウィ ー ン・ア カデ ミ ー 劇場 ）。舞 台上 に は 年金 生 活 者の 老 夫 婦 、床 下に は

ゴミ た め のよ う な 低い 舞 台 がし つ ら えら れ て 、そ の 中 から 出 て くる 職 無 しの 息

子た ち 二 人と い う 構図 で 、 現在 と 過 去、 現 実 と妄 想 、 生者 と 死 者と が 渾 然と な

りな が ら 、相 互 の 不信 が 寓 意的 に 増 幅さ れ る 。息 子 が 「他 人 の 金な ん か いら な

い。 俺 ら の親 た ち がも ら う 未来 の 年 金を 、 今 、欲 し い んだ 。 ど こに サ イ ンす れ

ば受 け 取 れる ？ 」 と要 求 す ると 、 父 親が 「 俺 の精 液 を 返せ ！ 」 と叫 び 、 最後 は

カニ バ リ ズム 的 な 要素 も 出 てく る 。  

 舞 台 作 品と は 異 なる 情 報 に移 れ ば 、 舞 台 美 術・ 衣 装 の専 門 家 たち が 、 職能 団
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体の 立 ち 上げ を 計 画し て 、 準備 総 会 を 6 月に 行 っ た。 その 動 機 とな っ た のが 、

新し い 消 費税 増 税 に対 し て 、演 出 や 振り 付 け の部 門 が 対象 外 と なっ た 事 実が 大

きい よ う だ。  

ドイ ツ 舞 台協 会 が 、1 9 9 0 年代 に 始 まる グロ ー バ ル化 に 伴 う演 劇 関 係の 予 算 削

減や 労 働 強化 に 対 して 、 強 い懸 念 を 表明 し て いる 。 こ の 2 0 年 間で の 演 劇関 連

での 非 正 規雇 用 者 数は 、 8 0 0 0 名 から 2 2 0 0 0 名 に増 加 。 この 「 合 理化 」 に 伴っ

て失 わ れ た金 額 は、年に 3 億 5 0 0 0 万 ユ ーロ で あ り、人 間を 犠牲 に す る構 造「改

革」に 対し て、「 芸 術を 、しか し 公 平 さを（ a r t  b u t  f a i r）」を ス ロー ガ ン と し た

抵抗 を 呼 びか け て いる 。  

 補 助 金 削減 へ の 対応 の 情 報を 挙 げ れば キ リ がな い の だが 、 例 えば メ ク レン ブ

ルク ・ フ ォア ポ ン メル ン 州 では 、 シ ュヴ ェ ー リン と ロ スト ッ ク との 劇 場 の提 携

計画 が 破 綻し て 、 ロス ト ッ ク劇 場 は 小劇 場 を 閉鎖 し 、 資金 不 足 から 2 0 1 4 年の

計画 が 立 てら れ な くな っ た 。と こ ろ が 逆 に 文 化予 算 を 増額 し た のが バ イ エル ン

州、 ベ ル リン 、 レ ーゲ ン ス ブル ク 、 ブレ ー メ ンな ど で 、背 景 に は活 発 な 演劇 人

のア ピ ー ルや 、 そ れを 支 え る市 民 の 存在 が あ る。  

例え ば ザ クセ ン ・ アン ハ ル ト州 政 府 が、 四 つ の劇 場 に 対す る 2 0 1 4 年 の 補助

金を 8 1 0 万 ユ ー ロ から 5 2 0 万 ユ ー ロ へ削 減 す る計 画 を 発表 し た とこ ろ、抗 議の

ため に デ ッサ ウ で は、 劇 場 を綱 で 縛 り上 げ る パフ ォ ー マン ス が 行わ れ 、 ある い

は市 議 会 が劇 場 ホ ール で 開 催さ れ 、 四角 く 並 べら れ た 仮テ ー ブ ル に 4 0 名ほ ど

の議 員 た ち が 座 り 、そ の 周 りを 市 民 たち や 、 ある い は 床の 敷 物 で遊 ぶ 子 ども た

ちな ど に 囲ま れ な がら 討 議 が行 わ れ た。  

2 0 1 3 年 6 月 より 、ベル リ ン を訪 れ る 観光 客 か ら宿 泊 費 の 5％ 税 を 徴収 し て い

る。 総 額 2 5 0 0 万 ユー ロ の 半分 を 小 劇場 系 の 演劇 ・ ダ ンス ・ パ フォ ー マ ンス へ

の補 助 金 にあ て る 予定 。こ れ はベ ル リ ンの 小 劇 場系 の 連 合組 織（ 約 4 万 人 ）が、

約 1 0 0 0 万 ユ ー ロの 文化 予 算 の 9 5％ が 大劇 場 に 傾斜 し て いる 事 実 を抗 議 し 続け

た結 果 で もあ る だ ろう 。  

 古 風 な 現代 （ ？ ）演 出 の 場と も な って い る よう な 老 舗の ベ ル リー ナ ー ・ア ン

サン ブ ル 劇場 は 、 1 9 9 9 年 か ら の総 監 督 クラ ウ ス・パ イマ ンが 、契 約 を 2 0 1 6 年

まで 延 長 して 、どう やら ウ ィ ーン・ブ ル ク劇 場 で の在 任 期 間を 越 え そう で あ る。  

自 然災 害 関 連で は 、 何百 年 に 一度 の 夏 の洪 水 被 害が 、 中 部と 南 部 のド イ ツを

襲っ た 。ド ナ ウ 川 とイ ン 川 の合 流 す るパ ッ サ ウの 劇 場 は、客 席が 1 メー トル 以

上も 浸 水 。マ グ デ ブル ク も 人形 劇 場 が被 害 。 ハレ で は ザー ル 川 が氾 濫 し て、 オ

ペラ 座 な どは 無 事 だっ た が 、夏 の ヘ ン デル・フ ェス テ ィ バ ルは 中 止 。2 0 0 2 年 の

エル ベ 川 の氾 濫 で 、ゼ ン パ ー・ オ ペ ラ座 な ど が大 被 害 にあ っ た ドレ ス デ ンは 、
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川岸 な ど に当 時 の 洪水 到 達 点が 明 記 され て い るが 、 今 回は 無 事 だっ た 模 様。  

ハン ブ ル クの ド イ ツ・ シ ャ ウシ ュ ピ ール ハ ウ ス劇 場 の 改築 費 用は 1 6 5 0 万ユ

ーロ と 、予 定 よ り も 3 7 5 万ユ ー ロ も 超過 し て、 11 月 1 5 日に こ け ら落 と し の予

定だ っ た が、 直 前 の 1 0 月 末に 鉄 製 の緞 帳 が はね あ が る事 故 が 起こ り 、 反動 で

舞台 の 床 が破 壊 さ れた 。 幸 いに も 怪 我人 は い なか っ た のだ が 、 シュ ツ ッ ツガ ル

トか ら 移 った 新 し い劇 場 監 督の カ リ ン・ バ イ アー の デ ビュ ー も 1 月 1 8 日ま で

延期 。直 接 の 被害 は 2 0 万 ユ ー ロほ ど だが 、公 演 中 止に よ る損 害 も 合わ せ る と、

1 5 0 万 ユ ー ロも の 欠 損と な っ たら し い 。  

ボ ーフ ム の シャ ウ シ ュピ ー ル ハウ ス 劇 場と シ ュ ツッ ツ ガ ルト 州 立 シャ ウ シュ

ピー ル 劇 場が 、オ ス ロ 国 立 劇 場と 共 に 、ヨー ロ ッ パ演 劇 連 盟に 加 入 。1 9 9 0 年 に

ミラ ノ の ピッ コ ロ 劇場 の ジ ョル ジ ョ ・ス ト レ ーレ ル が 、時 の フ ラン ス の 文化 大

臣と 組 ん で立 ち 上 げた 劇 場 ネッ ト ワ ーク は 、 1 6 カ国 1 9 劇場 に な った 。  

最後 に 日 本に 目 を やる と 、2 0 1 0 年に『金 龍 亭 』と し て 報 告済 み の シン メ ル プ

フェ ニ ッ ヒ『 金 の 竜』（ 長田 紫 乃 訳 、中 野 志 朗 演 出 、 I . N . S . N 企 画 、渋 谷・ル ・

デコ ）が 2 月 に本 邦初 演 さ れた 。作 品の 特 性 が立 体 的 に現 れ て 、時 に理 屈っ ぽ

さも 感 じ られ が ち な「 ド イ ツ演 劇 」 らし か ら ざる （ ？ ）お も し ろ さ で 、 充分 に

再演 の 価 値が あ る だろ う 。 シン メ ル プフ ェ ニ ッヒ は 、 6 月 に 新 国立 劇 場 で『 つ

く、き える 』（ 宮 田 慶子 演 出）の 新 作も 世界 初 演 され た 。海 辺の ホ テ ルで の す れ

違い と い う 粋 な 設 定で 、充 分 に魅 力 的 な舞 台 な のだ が 、な にし ろ 3 . 11 以 降 の 状

況の 深 刻 さと の 落 差が あ り すぎ た か もし れ な い。 同 様 に ボ ー ト ・シ ュ ト ラウ ス

『忘 却 の キス 』（ 大 塚直 訳 、 公家 義 徳 演出 、 東 京ア ン サ ンブ ル ） も 6 月に 本邦

初演 で 、 特に 映 像 処理 な ど に意 欲 的 な試 み が 見ら れ た もの の 、 同様 の 印 象は 少

なか ら ず 残念 。    

昨 年に 引 き 続く イ ェ リネ ク は、『 光の な い  プ ロ ロー グ ？』（ 林立 騎 訳 、宮 沢

章夫 演 出 、 2 0 1 3 年 11 月 3 0 日 初演 、 東京 芸 術 劇場 シ ア ター ウ ェ スト ） が フェ

ステ ィ バ ル /ト ー キ ョー の 一 環で 本 邦 初演 。疑 問 符の つ い たプ ロ ロ ーグ が 後 から

登場 す る わけ で 、タ イト ル に もこ だ わ るイ ェ リ ネク ら し い 挑 発 の ヒネ リ だ ろう 。

また 同 フ ェス テ ィ バル で は 四回 目 と なる リ ミ ニ・プロ ト コル の『 １ ０ ０％ 東 京』

（ダ ニ エ ル・ ヴ ェ ッツ ェ ル 演出 、 2 0 1 3 年 11 月 2 9 日 初 演、 東 京 芸術 劇 場 プレ

イハ ウ ス ）は、統 計 数字 か ら 選ば れ た 1 0 0 名 の 東京 住 民が 、様々 な 質 問に 対 す

る各 自 の 答え を 舞 台上 の 位 置な ど で 示す 。 す でに 出 来 上が っ た 「結 末 」 への 提

示の 巧 拙 より も 、 むし ろ 変 容 を 含 む 「経 過 」 と共 に 考 える こ と こそ が 、 パフ ォ

ーマ ン ス の要 な の だと い う こと に な る。  

京都 エ ク スペ リ メ ント で 上 演さ れ た 集団 創 作 S h e  S h e  P o p の『シ ュ プ ラー デ
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ン（ひ き だ し）』（ 2 0 1 3 年 3 月初 演 、ベ ルリ ン H A U 劇場 ）は 、東 西 両 ドイ ツ の

6 人 の 女 性が 、 そ れぞ れ の 「引 き 出 し」 か ら 手紙 、 日 記、 写 真 、レ コ ー ドな ど

を取 り 出 しな が ら 、両 ド イ ツお よ び 各自 の 相 違 を 立 ち 上げ る も ので 、 見 応え の

ある 舞 台 だっ た よ うだ 。   

最 近 の ド イ ツで は 、 作品 の み なら ず 、 演劇 学 に 関わ る 重 要な 研 究 書も 目 白押

しに 出 版 され て お り、2010 年 に 公 刊 され た エ リカ・フィ ッシ ャ ー ＝リ ヒ テ の演

劇学 入 門 書が『 演劇 学へ の い ざな い 』（ 山下 純 照 他訳 、国書 刊行 会 ）と い う タイ

トル で 日 本語 に な った 。 既 訳の 『 パ フォ ー マ ンス の 美 学』 と 共 に必 読 基 本文 献

であ ろ う 。  
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